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と 東京で 育った から、 ここが 故郷と いえば いえよう。 

けれども、 よそに 出て 暮 している ので はない から、 例 

えば、 大阪で 生れて 育った 人が 現在で は 東京 暮し をし 

ている とか、 反対に 東京 生れの 人が 大阪 にいて、 武蔵 

野の 景色 を 故郷と して 思いう かべる 心 持と は 大変に ち 

VT ) o 

力う 

外国 生活の 間に は、 誰し も 自分の 生れた 国 を さま ざ 

まの 面から 深くな がめ、 理解す る ものであるが、 この 

場合に は 面白い ことに、 日本と いう ものが 総括的に つ 

かまれて、 世界の ただ 中で それが 感じられ るので ある 

から、 その 気持 も、 また いわゆる 故郷 をお もう 気持と 
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